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なぜ評価をするのか？
・専門家としての質を保証するため
（社会や職能団体が期待する水準に達成したかを査定する）

・教育プログラムの早い段階で問題のある学習者を発見するため

・学習を支援し、改善を図るため

・動機づけのため

・指導者へのフィードバックとして活用するため

【出典】 医学教育を学び始める人のために（2013）p235-236 をもとに発表者が一部改編

＝質の高い安全な医療の提供



“知っている”は
“できる”を保証しない
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パフォーマンスを評価

活動の観察

技術試験

思考力 判断力 表現力

筆記試験
（選択回答式）

筆記試験
（自由記述式）



パフォーマンスを評価するツール

ルーブリック
ある課題について、できるようになってもらいたい

特定の事柄を配置するための道具



A
理想的
できる

B
普通
ある程度できる

C
努力が必要

自己
評価

自分の意見や考えを伝える
前に、まずは相手の話や思
いに耳を傾けることができる。

相づち、頷き、オウム返しな
どを適宜行い、聴いている
態度を示すことができる。

曖昧な言葉（ビッグワー
ド）が出てきた際には質問
を行い、ズレをなくすことを
意識しながら相手に関心を
もち耳を傾けることができる。

自分の意見や考えを伝える
前に、ときどき相手の話や思
いに耳を傾けることができる。

相づち、頷き、オウム返しな
どを適宜行い、聴いている
態度を示すことができる。

自分の意見や考えのみを
伝える。

□ 新人看護師の気持ちを理解するために、
まずは相手の思いや話しを「きく」ことができる

京都大学医学部附属病院 看護部 新人看護職指導者評価表より一部抜粋



具体的に何ができるようになるかを示した方が
より教育効果が高くなる

（Kozlow，1978）



人間は、結果にもこだわるが、
それに至るまでのプロセスにもこだわる

フェア・プロセス

（チャン・キム，1997）



人材育成で意識したい２つのポイント

ゴールの共有 と 腹落ち



１）タイミングのよいフィードバックは学習を促進させる

２）学習者自身によるフィードバックの活用

３）批判的思考のトレーニング

４）他者とのコミュニケーションの活性化

５）指導者の教育技法の向上

６）平等な学習環境作り

ルーブリックを活用する意義

【出典】 大学教員のためのルーブリック評価入門（2014）p13-22 をもとに発表者が一部改編



放射線業務医療安全確保のためのチェックリスト
１．基礎チェック項目

＜緊急対応＞
❽ 患者の容態急変時の緊急対応方法を理解しているか

□ 患者急変時マニュアルを理解し、緊急対応訓練に参加している
□ 患者の容態急変に気づき、いつでも速やかに対応できる
□ 患者の容態急変時に他のスタッフと連携し、適切な指示連絡を出す

ことができる



□ 患者の容態急変に気づき、いつでも速やかに対応できる
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●どんな容態急変に気づければよい？

例）アナフィラキシーショック
ショックの５P

●速やかにとは、どのくらいの速さ？

●対応ができるとは、どんなことができればOK？
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